
 28 

 

 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
市民セミナーVol.88 
六甲発！女子高生の環境啓
発活動／谷口 理 
2010 年 7 月発行 

主催：六甲山を活用する会 

協力：兵庫県立人と自然の博物館 

後援：兵庫県神戸県民局、灘区役所、神戸市教育委員会 

【助成金をいただいている機関】 

セブン-イレブン記念財団、大阪コミュニティファンド
（東洋ゴムグループ環境保護基金）、子どもゆめ基金、
コベルコ自然環境保全基金、コープこうべ環境保護基金 

 

 

講師：谷口
た に ぐ ち

 理
ただし

さん 
プロフィール 

1957（昭32）年生まれ、52歳、神戸市出身。  
昭和50年私立灘高等学校卒、昭和55年早稲田大
学教育学部卒。平成20年第2回文部科学大臣優
秀教員表彰、第56回読売教育賞。学校法人松蔭
女子学院 松蔭中学校・高等学校 進路指導部長。
早稲田大学客員研究員（女性のキャリア形成支援） 
 

第８８回テーマ： 

六甲発！ 

女子高生の環境啓発活動 
講演内容 

       ●コップ一杯の水募金【ＴＡＰプロ 

ジェクト】の啓発活動 

●ブルーアースプロジェクトの多彩 

な活動 
●「社会をデザインする」先駆の 

試み 
 

実施日：平成２２年７月１７日（土） 

     午後１時～ ３時４５分 

場  所：六甲山自然保護センター 

ＴＡＰプロジェクトの活動 

 

ピカピカ隊の応援で盛況 

午前中の環境整備の定例活動は、イベント清掃ピカピカ隊
２３名が参加されて総勢３４名になり、近畿自然歩道やアセ
ビ実験区のササ刈りと植生調査などを行いました。 

午後も快晴で記念碑台から大阪湾が眺望でき、セミナー参
加者も３７名と盛会で、笑顔で夏の半日を過ごしました。 

谷口さんは新しい教育の先駆者 

松蔭高校・進路部長の谷口さんは全く新しいキャリア教
育の先駆者です。「責任ある社会人として生きていく意識
と力を身につけよう！」と、同校でチャレンジプログラム
を推進され、全国的に高い評価を集めておられます。 
６年ほど前、谷口さんから 

当会に「森の手入れを体験で 
きる所はないか」という問い 
合わせがありました。それ以 
来、活動発表の案内メールを 
いただき、環境問題への取り 
組みを深め、活動を広げられ 
ることに感心していました。 
市民セミナーには卒業生も同伴され、ブルーアースプロ

ジェクトやＴＡＰプロジェクトの生の体験をご披露いただ
きました。宮城県から支援されているＴＯＴＯのスタッフ
が、島根県からは市民性教育を推進される先生も遠路参加
されました。穏やかな物腰の谷口さんの「女子校生が社会
を変える」に共感し、“ほんもの”だと感銘を受けました。 

女子高生の環境啓発活動に敬服 

松蔭高校のチャレンジプログラムは、進路がほぼ決まった
３年生の３学期を有意義に過ごすための試みとして定着し
ています。社会や世界の課題を見つけ、学校から飛び出して
社会に働きかけるのが主旨です。社会人として生きる根本で
すが、女子高生が見事に実践しているのは驚異的でした。 

チャレンジプログラムに参加した女子高生は、戸惑い悩み
ながらプロジェクト活動を達成し、行政責任者やマスコミな
どに体験発表をします。社会に関わる課題は、水、いのち、
福祉、森林、飢餓、貧困、温暖化と多岐です。その中で高校
生ができることをテーマに、「元気で明るく」をモットーに多
彩な活動を実践しています。今回参加された２名の卒業生は
BlueEarthProject大学部（プロジェクトＯＧ約100名）の一
員で、今も活動を継続しています。 

世代に応じた一人ひとりの実践が必要 

私たちを取り巻く環境に関す 

る問題は大きくしかも複雑です。 

ややもすると無力感に陥ります。 

女子高生の実践は真夏の清涼剤 

として勇気づけてくれました。 

熟年者で社会貢献されるピカ 

ピカ隊との出会いも貴重でした。 

明るく有意義な半日でした。 

※詳しくは、１・２ページをお読みください。 

 

 島根県から参加しました。高校の家庭 

科教員をしており、市民性（Citizen Ship） 

教育が個人的なテーマです。高校生の社 

会貢献の可能性を探りたいと思っており、 

今回は８月に本県教育委員会の研修会に 

基調講演の講師として招聘した谷口先生 

のお話を聞くのが 目的でした。 

Blue Earth Project の活動はもちろん期待以上でした
が、意外なことに（？）ぴかぴか隊を初めとする皆さんと交
流できたのが思わぬ収穫でした。市民性教育は生涯教育に通
じることを実感したひとときでした。（にしこり のりこ） 

参加の感想  錦織 教子さん 

 

卒業生と一緒に講演 

 

板持さんと錦織さん 

 

さらに交流を祈念して 
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索することはライフデザインを考える上で欠かせ
ない。そんな思いで企画している。 

■ＴＡＰプロジェクト 
 世界で１日３８００人もの子どもたちが水事情

で亡くなっている。井戸を掘って子供たちを救お

うという趣旨でＴＡＰ 

プロジェクトを実施し 

た。飲食店を回り、手 

製のテーブルカードを 

置かせてもらい、お客 

様からチップ感覚で募 

金をいただく。 

泣いている顔の子ど 

もの上に１００円を置 

くと全員が笑顔になる 

というのが彼女たちの 

デザインだ。 

■多彩なプロジェクト 
ブルーアース、ピン 

クリボン、フードアク 

ション、ゴミゼロ等多彩である。毎年変えている

が、一つのプロジェクトから派生するものもある。 

詳しくは、松蔭高校のサイトを見ていただきたい。

*http://www.shoin-jhs.ac.jp/nextstage/social/tap/in

dex.html*<http://www.shoin-jhs.ac.jp/nextstage/soc

ial/index.html> 

３． 社会をデザインしていく流れは 

■流れ概要 
 SocialDesignProject の流れは図のようになっ

ている。社会や人をデザインすることにチャレジ

しながら、責任ある社会人として生きる意識と力

を身につける新しい学び（教育活動）になった。 

講演の挨拶（谷口 理さん） 

 松蔭高校の進路指導では、受験 

指導とキャリア教育の両立を目指 

しています。その中で、今日は社 

会人としての生き方を社会の中で 

社会とのかかわりから学んでいく 

キャリア教育について話します。 

なお、今日は私の講演では初めての試みですが、
卒業後も活動を継続している中村さんと西村さん
の体験談も入れながら活動をご紹介します。 

講演内容 

１． 責任ある社会人として生きるために 

■キャッチコピーは「女子高生が社会を変える」   
Challenge social design project、略して「チャ
レプロ」という社会とつながるための教育活動を
している。３年３学期に活動する。大きな活動だ
が手応えを感じている。２０００年から地道に活
動し、企業や団体が関心を持ち支援も得るように
なった。放送局から環境問題を発信、環境大臣に
温暖化 Stop を訴える等ができるようになった。 

■なぜチャレプロを考えたか 
 高校生に将 

来意識の調査 

をとっていた 

時に、将来つ 

きたい仕事ア 

ンケートでは、 

収入や安定本 

位で保育士、 

看護師等技術 

の仕事を望む 

が、国際援助 

・エコなど社会に関わるのが少なかった。これで

社人として生きていけるのか疑問を持った。 

２． チャレプロは問題解決型プロジェクト 

■「気付きの種を蒔く」 
 水・森・命など時にグローバルな社会の諸問題
に気付き、その課題解決に向けて自分達が出来る
ことを考え、それを社会に訴えていく。それも、
学校内でではなく、社会や世の中で多様な人と触
れ合いながら責任ある社会人としての生き方を模

講演 

●コップ一杯の水募金【ＴＡＰプロジェクト】の 

啓発活動 
●ブルーアースプロジェクトの多彩な活動 

●「社会をデザインする」先駆の試み 

市民セミナー 
１．あいさつ：１３：０５～１３：１５ 
２．講  演：１３：１５～１４：３５ 
３．休  憩：１４：３５～１４：５５ 
４．質疑応答：１４：５５～１５：４０ 
 

第８８回テーマ：六甲発！女子高生の環境啓発活動 

 
第８８回市民セミナーの流れ 

快晴の展望デッキで昼食 

 

谷口さん 
 

高校生のしごと意識高校生のしごと意識
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そう思う

松蔭高校生を例に～高校１年進路学習で行った未来アンケート他か

ら

～収入（経済）・資格（能力）には関心～収入（経済）・資格（能力）には関心

 

 

 

西宮ガーデンズのイベント 

環境大臣を表敬訪問 

高校生の仕事アンケート 
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◆参加者の声 
・高校生の勇気ある行動に感激。大人を巻き込みましょう。 
・女子高生が登場するのは誇りです。すてきな企画に感動。 
・先生の言葉、「失敗させない」ではなく「失敗体験をさ
せる」に拍手。「責任ある社会人を目指す」も立派です。 

◆参加者：３７名（５０音順・敬称略） 
天野征一郎  飯田 昌邦  池田 八郎  泉 美代子
板持 明子  市井  浩   岩田 一子   岡  敏明  
岡井 敏博  岡本 正美  岡谷 恒雄  片山 洋子 
小林 吾郎  志茂坂博行  庄司 桂子  杉本 昌俊 
竹ケ原泰三  田邊 征三  谷口   理  俵 貴志子 
寺垣 耕平 堂馬 英二  堂馬 佑太 中継 正夫 
中村亜津美 錦織 教子 西村香奈子 橋本いくゑ 
林  和俊  平井 庄一  藤岡 弘允 松井 光利  
三谷 裕善  宮田 幸長  宮野 伸治  村上  定広 
明角 正男        

 

◆参考・配布資料など 
・パワーポイント： 
「女子校生が社会を変える。」 
～松蔭高校チャレプロ 

谷口 理：たにぐち ただし 
松蔭中学校・高校 教諭（進路指導部長）、 
早稲田大学客員研究員（キャリア教育） 
〒650-8570 
神戸市灘区青谷町３－４－４７ 
電話：０７８－８６１－１１０５   
FAX ：０７８－８６１－１８８７  
e-mail:yb23@mars.livedoor.com 
 

女子高生が社会を変える。
～松蔭高校チャレプロ

（Challenge Social Design Project)から
谷谷 口口 理理

 

 
ＢｌｕｅＥａｒｔｈＰｒｏｊｅｃｔ

大学部の中村さん 

や国の人に提案する。相手はすべからく年が上、
かつプロである。最初は勇気がいるが、繰り返す
うちにだんだんできるようになる。 

■チャレプロの活動は卒業後も継続 

今までは報告提案で終わっていた。しかし、「自

分でもいろんなこと出来るやん」と自己発見があ

って、次にまた後輩と関わるとか、いい形のサイ

クルが起こってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

質疑応答 
この活動を続けたきっかけは？ 
最初はあまり興味も熱意もなかった。ふと、自

分たちにも「できるかな」「このままではあかんの
とちゃうかな」という気持ちになった。 

まとめ(谷口さん) 
年齢も職業も性別も関係なしで、世の中をより

よくしていく時代だ。高校生も社会人として何が
出来るか考え、行動に移せる機会を今後も与えて
いきたい。こちらから教えるというのではなく、
彼女たちの自主的な活動をサポートしていくこと
で、主体的な活動が生まれ、社会の中での達成感
が、将来社会で生きていくための新たな自己発見
にもつながっていく。 

事務局より 
女子高生の活躍ぶりに影響され、参加者は様々

な感動を覚えながら活発になった。「大きな視点
から考えて、できることを工夫する」ことで一貫
していた。谷口さんの慧眼に敬服するとともに、
それぞれなりの実践へと勇気づけられました。 

■課題設定－現実の課題は自分につながる 
 最初に学習会、次に吉野合宿をする。吉野の山

の悲惨な現実を見ることで課題意識が芽生える。

街に出てアンケート等、いろんな意識調査をした

りして、自分の体を動かしてそういう体験を通し

て、社会への課題意識を高める。 

■企画・準備－聴いてもらうための工夫を真剣に 
どうやって身につけた問題意識を伝えていく

か、企画会議で必死に話し合う。伝える武器は高
校生らしい明るさと元気、工夫だ。求めているの
は気持を伝えることで効率や結果の量ではない。 

■協力依頼－失敗から学ぶ 
世の中は厳しいとい 

うことを体感する。店 

の人に「世の中変わる 

と思ったら大間違いや 

で」と言われたりする 

が、あえて助けない。 

挫折があって、どうし 

たらいいのと工夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

■イベント実施－高校生の伝える力は大きい 
イベントで市民に伝えていく。エライ人が「節

水しましょう」といっても言葉だけになる。高校
生がいうと、「私らもやらなあかんのちゃうか」
となる。高校生の世の中の大人たちへの伝える力
は大きい。今の学校教育、その機会を与えていな
いだけ。子どもたちも、お姉さんが言ってること
は心に入ってくる。 

■報告提案－想いを語るのはとても大事 
終わった後、自分たちの活動を踏まえて、行政

市民セミナーVol.88 
六甲発！女子高生の環境啓
発活動／谷口 理 
2010 年 7 月発行 

 

【ＯＧの体験談１】 
ＴＡＰに協力してもらうためにお店に行きました。門

前払いや話を聞いてくれず、次の店に行くのも怖くてど
うしようか話し合った。その中で最後まで話を聞いてく
れたり、アドバイスをくれる人もいた。世間の厳しさを
知ったけど、それ以上に暖かさを知る良い機会になった。
そういう経験をたくさんの高校生にしてもらいたい。 

 

【ＯＧの体験談２】 
卒業式を終えても報告会が続き、朝から晩まで学校で友達同士

でもめることも多かった。くたくたになって終ってホッとした。
しかし、数日たつと、このまま終れないと思った。活動の中で、
やりたいと思うことが増えてくる。先生が「不可能に思うことで
もやろう」といってくれた。卒業したらできるんじゃないかとい
う感覚で大学部をやっています。今度伝える側に回って、島根の
100人の高校生に水事情や私たちの活動を伝えます。 


